















































































と見なされる。その一方で創造主である神は「在るところの者」（ego sum qui sum）


























































































































































































































10） 　アリストテレス哲学における《実体》を表示するギリシア語は οὐσία である。この語
を「実体」と訳すことには問題がある。というのも、たとえば命題「これはコーヒーカ
ップである」において主語である《これ》はすなわち個物は第一実体、《コーヒーカッ
プ》すなわち本質が第 2 実体と名づけられ、οὐσία の内容には個物的存在者と本質とが
同時に内包されているからである。






































23） 　井筒俊彦、「人間存在の現代的状況と東洋哲学」、『全集』第 8 巻、496頁参照。
24） 　『井筒俊彦全集』第 9 巻、106─185頁。
